
水戸市文化財保存活用地域計画【茨城県】

推進体制

指定等文化財は204件
未指定文化財は4,060件把握

指定等文化財
件数一覧

歴史文化の特性

特性４ 水戸家は天下の副将軍
御三家水戸藩による治世は、その後の本市の歴史文化に大きな影響を及

ぼし、徳川光圀・斉昭をはじめ水戸家関連の文化財が多く伝わった。

特性５ 願いよ届け －信仰と祈りの歴史文化－

信仰と祈りは人々の心の拠り所となり、寺院、神社、仏像等の宗教遺物、

祭礼など、豊かな歴史文化を育んだ。

特性１ 「水」ではじまる水戸の歴史
水戸の大地をくまなく流れる「水」は、先人たちと共にあり、水と深く

関わる歴史文化が各時代に形成された。
備前堀

特性２ 繁栄の源は農業にあり
肥沃な大地を基盤として発達した農業は、集落遺跡、古墳、城館、戦争

遺跡など、多様な歴史文化を育み、本市の繁栄の源となった。
大根むき花

特性３ 茨城の真ん中で発展したまち
水戸市は茨城の中央に位置することから、政治や経済の中心都市として

発展し、官衙や城郭をはじめ、産業や戦争関連の文化財も多く伝わった。 水戸城と
旧茨城県庁

大日本史

八幡宮本殿

【計画期間】令和８～15年度（８年間）【面積】217.32㎢ 【人口】約26.6万人

水戸市の位置
4km

【関連制度】日本遺産「近世日本の教育遺産群 ─学ぶ心・礼節の本源─」(平成27年度)

【関連計画】水戸市歴史的風致維持向上計画

（第2期/平成31～令和10年度）



基本方針 課 題 基本施策 措 置 の 例

【
調
査･

研
究･

発
信
】

偕
に

知
る

基
本
方
針
１

・価値ある文化財を調査・
研究し、市民と共有してい
く必要がある。
・近世日本の教育遺産群の
価値を調査・研究し、市民
に発信していく必要がある。

等

1-1 文化財の調査・研究と価値の発信

1-2 近世日本の教育遺産群の調査・研究

1-3 効果的な文化財の情報発信

1-2-1 世界遺産登録に向けた取組の推進

近世日本の教育遺産群の世界遺産登録に向け、
比較研究や包括的保存管理計画の策定など、
調査・研究を推進する。
■行政/所有/市民/民間/専門 ■R8～15

【

保

存

】

偕
に

守
る

基
本
方
針
２

・文化財を指定・認定し、
保存を図っていく必要があ
る。
・強靭な文化財防災体制を
市民協働により築き上げて
いく必要がある。 等

2-1 文化財指定等による保存の充実
2-2 歴史・自然景観の保全・形成
2-3 文化財の性質に応じた多様な保存措置
2-4 デジタル技術による文化財の保存
2-5 文化財の防犯・防災体制の強化

2-5-1 文化財防災マニュアルの策定

災害発生時に文化財の被災を防ぐため、文化財
防災マニュアルを策定し、市民と共有する。
■行政/専門 ■R8～15

【

活

用

】

偕
に

生
か
す

基
本
方
針
３

・楽しめる交流拠点づくり
を進めていく必要がある。
・日本遺産を活用した地域
の活性化を図る必要がある。
・水戸の誇る多様な文化に
ついて、更なる活用を図る
必要がある。 等

3-1 水戸ならではの歴史まちづくりの推進
3-2 文化財を生かした交流拠点づくり
3-3 日本遺産を生かした魅力発信
3-4 水戸らしさを伝える文化財の活用
3-5 博物館活動の推進
3-6 歴史を生かした平和事業の推進

3-4-2 水戸発祥のオセロの普及・啓発

各種オセロ大会・講座・イベントの開催、大
規模大会の誘致に取り組みながら、文化とし
てのオセロを市民に定着させるため、幅広い
世代へ向けたオセロの普及・啓発に努める。
■行政/市民 ■R8～15

【
人
づ
く
り
】

偕
に

育
て
る

基
本
方
針
４

・郷土愛の醸成を図る機会
を提供していく必要がある。
・文化財を生かした学びの
機会を提供するとともに、
文化財の担い手を確保して
いく必要がある。 等

4-1 文化財を生かした子育て、学校教
育の推進

4-2 文化財を生かした生涯学習の推進

4-2-7 水戸市郷土民俗芸能のつどいの開催支援
（一社）水戸市民俗芸能団体協議会が主催する
「水戸市郷土民俗芸能のつどい」の開催支援を
通して、民俗芸能の魅力を広く発信する。

■行政/民間 ■R8～15

【
推
進
体
制
】

偕
に

歩
む

基
本
方
針
５

・文化財の諸施策を適切に
推進する体制を維持してい
く必要がある。
・文化財の保存・活用のた
めの多様な資金調達に努め
ていく必要がある。 等

5-1 文化財の適切な推進体制の充実

5-2 地域と協働した推進体制の充実

5-3 保存・活用のための財源確保

5-1-4 博物館の適切な施設管理

博物館収蔵資料の保存・活用に影響が生じな
いよう、個別管理計画（長寿命化計画）に基
づき、施設の予防保全及び事後保全を適切に
実施する。
■行政 ■R8～15

水戸市文化財保存活用地域計画【茨城県】

文化財の保存・活用に関する将来像・課題・基本施策・措置

常磐公園（偕楽園）

水害による文化財の被災

オセロ

水戸市郷土民俗芸能のつどい

水戸市立博物館

将来像 文化財を偕に楽しみ、偕に伝える ～歴史文化を生かした魁のまちづくり～

とも とも さきがけ

【措置の取組主体の凡例】■行政：水戸市/■所有：文化財所有者・団体/ ■市民：市民、市民活動団体/■民間：営利企業、法人/ ■専門：大学、研究機関、学識経験者



水戸市文化財保存活用地域計画【茨城県】

五つの関連文化財群

関連文化財群の設定に際しては、第３章で掲げた五つの歴史文化の特性がストーリーとしても理解がし
やすく、関連する文化財も多いことから、これを五つの関連文化財群として設定する。

ストーリー：水戸の大地をくまなく流れる「水」は、
先人たちと共にあり、水と深く関わる歴史文化が各時
代に形成された。
構成文化財：大串貝塚出土遺物、千波湖など65件

千波湖
大串貝塚出土遺物

ストーリー：肥沃な大地を基盤として発達した農業
は、集落遺跡、古墳、城館、戦争遺跡など、多様な歴
史文化を育み、本市の繁栄の源となった。
構成文化財：平戸館、渡満道路など54件

渡満道路平戸館

ストーリー：御三家水戸藩による治世は、その後の本
市の歴史文化に大きな影響を及ぼし、徳川光圀・斉昭
をはじめ水戸家関連の文化財が多く伝わった。
構成文化財：安神車、水戸黄門まつりなど82件

安神車 水戸黄門まつり

ストーリー：信仰と祈りは人々の心の拠り所となり、寺
院、神社、仏像等の宗教遺物、祭礼など、豊かな歴史文
化を育んだ。
構成文化財：六地蔵寺所蔵典籍･文書、常磐共有墓地など
68件 常磐共有墓地六地蔵寺所蔵典籍・文書

ストーリー：水戸市は茨城の中央に位置することか
ら、政治や経済の中心都市として発展し、官衙や城郭
をはじめ、産業や戦争関連の文化財も多く伝わった。
構成文化財：台渡里官衙遺跡群、旧茨城県庁舎など66件

台渡里官衙遺跡群 水戸城大手門・弘道館



水戸市文化財保存活用地域計画【茨城県】

本市は茨城県の中央に位置し、古代から政治・社会・経済の中心地として発展してきた。
古代には台渡里官衙遺跡群が常陸国那賀郡の郡家として地域支配の中心となった。中世になるとその中心は水戸城に

移り、大掾氏、江戸氏、佐竹氏が城主となり城域を拡大していった。近世になると、水戸城と城下町は更に拡大され、常陸国の中心地として
の地位を確立した。武家地とともに町人地も整備され、現在も続く伝統産業が生まれた。
さらに、水戸彰考館や弘道館は学問・教育施設として全国的にも名を馳せ、全国屈指の教育先進藩として知られる水戸藩の教育的伝統の中心

地となった。
近代以降も旧城下町は中心市街地として栄え、旧茨城県庁舎、泉町会館、水戸芸術館、水戸市民会館など、各時代の特徴的な建造物が立ち並

んでいる。また、現在の茨城大学周辺には陸軍衛戍が設置され、本市は軍都としての性格も帯びた。水戸空襲による被災遺構や戦争関連の文
化財も多く存在し、戦争の記憶が語り継がれている。

関連文化財群３ 茨城の真ん中で発展したまち

山野神社

構成文化財
水戸芸術館

課題

方針

➢ 2-2-5 水戸城土塁（法面）の整備
急傾斜地の崩落対策を講じるとともに、水戸
城にふさわしい景観形成を図るため、土塁
（法面）整備を実施する。
■行政 ■R8～15
➢ 3-6-3 ぴ～すプロジェクトの実施
多角的な平和事業を展開するため、市内博物
館が連携する「ぴ～すプロジェクト」を推進
する。
■行政/市民/民間 ■R8～15

主な措置

ストーリー

➢ 本ストーリーは水戸城跡（塁及び濠）など、景観との関わりが
深く、こうした水戸ならではの歴史・自然景観を将来の世代に
伝えていく必要がある。

➢ 本ストーリー及び構成文化財は、水戸空襲に関する予告ビラや
戦争の記憶など、戦争にも関連している。戦争経験者が高齢化
していく中、戦争の記憶を継承し、平和の尊さを伝えていく必
要がある。 等

➢ 風致地区や景観ガイドライン等による規制や誘導を適切に推進
するとともに、森林や水辺環境の保全・形成を推進する。

➢ ぴ～すプロジェクト等により、ストーリー及び構成文化財を生
かした平和事業を推進する。 等木村家住宅 水戸空襲遺構

水戸拓

水戸城大手門・二の丸角櫓、
土塀及びその敷地

旧弘道館
【措置の取組主体の凡例】■行政：水戸市/■所有：文化財所有者・団体/■市民：市民、
市民活動団体/■民間：営利企業、法人/■専門：大学、研究機関、学識経験者

コンクリート法枠に
覆われた水戸城土塁

市立博物館における
紙芝居の上演
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